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が、2017 年 11 月に発表した『復興の現状と課題』、





に 87％、同じく災害公営住宅は 97％で、2018 年
度中には完了、④生産設備や農地もほぼ復旧し、被
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前述したように、復興庁によれば 2017 年 11 月
時点での避難者数は約 8万人となったとされる。こ
れは、みなし仮設の支援が切れた 2017 年 3月末以
降、各県で「自主避難者」を「避難者」統計から除
外したこともあって現実の避難者数よりも少ない数

















ム 137 とストロンチウム 90であった。除染といっ
ても、市街地と周辺の農地だけであり、大半の山林
はその対象とはなっておらず、政府が人為的に設定










『京都新聞』2018 年 2 月 12 日の報道によれば、
2月 11 日時点で解除地域の 9市町村に住民票のあ
る住民は約 4万 9,000 人であるが、実際に居住して
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　　　（2017 年 9月 11 日）
写真２　嵩上げ工事中の気仙沼港周辺
（2017 年 9月 11 日）
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　（2017 年 9月 11 日）
写真４　陸前高田新市街地にオープンした
　　   アバッセ（2017 年 9月 12 日）
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　　　　の絵（1950 年８月）　2017 年 9月 13 日
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資　本　と　地　域　　第 13号（2018 年 3月）
　併せて、この本の表紙になった共同の大型版画づ
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